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府中市消防団

　

新
春
恒
例
の
伝
統
行
事

で
あ
る
府
中
市
消
防
団
出
初

式
が
、
平
成
31
年
１
月
７
日

（
月
）
、
府
中
公
園
に
お
い
て

大
勢
の
市
民
の
方
々
に
見
守

ら
れ
る
中
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
団
の

勇
姿
を
市
民
に
披
露
す
る
と

と
も
に
、
団
員
に
と
っ
て
は
、

日
頃
か
ら
の
操
法
訓
練
や
規

律
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の

激
励
を
受
け
、
改
め
て
地
域
の

安
全
・
安
心
の
た
め
に
力
を
尽

く
す
こ
と
を
固
く
誓
い
合
う

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
22
台
の

ポ
ン
プ
車
等
に
よ
る
市
内
パ

レ
ー
ド
、
ま
た
会
場
内
で
は
、

睦
消
防
組
に
よ
る
伝
統
の
木

や
り
行
進
、
梯
子
の
り
が
行
わ

れ
、
観
客
を
魅
了
す
る
素
晴
ら

し
い
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

川
崎
副
団
長
に
よ
る
半
鐘

を
合
図
に
式
典
が
始
ま
り
、
表

彰
で
は
高
野
市
長
か
ら
消
防

団
歴
15
年
の
団
員
の
方
々
に

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
間
団
長
か
ら
、
永

年
勤
続
表
彰
と
し
て
消
防
団

ポンプ車等による市内パレード睦消防組による梯子のり

５個分団による一斉放水

【消防団出動件数（平成30年1月から12月まで）】
災害件数（誤報を含む）　　　　　　　　　　   ８０件
災害出動延べ人数　　　　　　　　　      ４，１５４人
その他出動（訓練など）件数　　　　　　　   １８８件
その他出動（訓練など）延べ人数　　　　  ３，９４２人

　

平
成
30
年
12
月
28
日（
金
）

～
30
日（
日
）に
歳
末
特
別
警

戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、毎
年

12
月
28
日
～
30
日
の
３
日
間

で
行
い
、警
戒
本
部
を
府
中
市

中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
に
、分
所

を
各
防
災
セ
ン
タ
ー（
分
団
詰

所
）に
設
置
し
、各
分
団
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
警
戒
区
域
内
を
巡

回
し
、地
域
住
民
の
防
火
・
防

災
の
意
識
を
啓
発
す
る
た
め

の
広
報
及
び
出
火
防
止
の
警

戒
に
あ
た
る
と
と
も
に
、消
防

ポ
ン
プ
車
、ホ
ー
ス
等
の
機
械

器
具
及
び
水
利
等
の
消
防
施

設
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
長
、都
議
会
議
員

及
び
府
中
消
防
署
長
が
各
防

災
セ
ン
タ
ー
へ
の
巡
察
を

歳
末
特
別
警
戒分団巡察の様子

　

昨
年
は
大
阪
、
北
海
道
で
の
地

震
に
よ
る
災
害
、
日
本
列
島
で
は

台
風
に
よ
る
災
害
の
爪
痕
が
各
所

で
見
ら
れ
ま
し
た
。
未
だ
復
旧
に

時
間
が
掛
か
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
、
想
像
を
超
え
る
自
然
災
害
の

怖
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

私
達
消
防
団
で
は
市
民
の
皆

様
へ
防
災
意
識
を
高
め
て
貰
お
う

と
地
域
の
防
災
訓
練
等
に
出
動
し

て
、
災
害
に
ど
う
対
応
す
る
か
を

お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
然

災
害
は
い
つ
猛
威
を
振
る
う
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
一
人
一
人
が
災
害

へ
の
心
構
え
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

今
後
も
消
防
団
活
動
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
頂
く
為
に
広
報
を
通

じ
て
皆
様
に
お
伝
え
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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西
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広

報

委

員コ

ラ

ム

長

歴
５
年
、
10
年
、
15
年
、
20
年

の
団
員
の
方
々
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
佐
藤
府
中
消

防
署
長
よ
り
、
優
良
分
団
表

彰
と
し
て
第
２
分
団
、
第
９
分

団
、
第
11
分
団
、
第
12
分
団
、

第
14
分
団
、
第
16
分
団
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京

都
三
多
摩
消
防
団
連
絡
協
議

会
か
ら
は
、
優
良
分
団
と
し
て

第
11
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
長

年
ご
活
躍
い
た
だ
き
、
平
成
30

年
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
団
さ

れ
た
方
々
に
、
総
務
省
消
防

庁
長
官
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
の
終
盤
に
は
、
指
揮

車
を
先
頭
に
21
台
の
ポ
ン

プ
車
等
に
よ
る
分
列
行
進
、

第
８
分
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
操

法
演
技
と
第
12
分
団
、
第
13

分
団
、
第
14
分
団
、
第
15
分

団
、
第
16
分
団
に
よ
る
一
斉

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
に
分
け
て
行
い
、各

分
団
に
対
し
て
激
励
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
平
成
31
年
の

年
頭
を
飾
る
消
防
団
出
初

式
に
お
い
て
、
多
く
の
ご

来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
の

下
、
本
間
団
長
よ
り
20
年

永
年
勤
続
表
彰
を
賜
り
ま

し
た
。

　

平
成
10
年
4
月
に
入
団

し
て
以
来
、
永
き
に
渡
り

消
防
団
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
の
も
市
ご
当
局
、

消
防
署
の
方
々
、
6
分
団

の
先
輩
や
現
役
の
皆
さ

ん
、
各
分
団
の
皆
さ
ん
、

是
政
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

活
動
に
出
さ
せ
て
く
れ
る

家
族
の
お
か
げ
と
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
各
地
に
て
災
害
が

発
生
す
る
た
び
に
消
防
団

へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活

動
で
培
っ
た
様
々
な
経
験

を
活
か
し
、
府
中
市
の
防

火
防
災
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
6
分
団　

分
団
長

比
留
間 

康
夫

永

年

勤

続

者

表

彰
府
中
市
消
防
団
第
12
分
団
、

第
14
分
団
、第
15
分
団
、第
16

分
団
、第
18
分
団
が
東
京
消

防
庁
消
防
総
監
表
彰（
消
防

活
動
功
労
表
彰
）を
受
賞
し

ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、平
成

30
年
11
月
30
日
、府
中
市
西

原
町
で
発
生
し
た
建
物
火
災

で
の
積
極
果
敢
な
消
防
活
動

が
認
め
ら
れ
、表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

出初式にて府中消防署長より
消防総監表彰の伝達を受けました

東
京
消
防
庁
消
防
総
監
表
彰
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介
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司
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３
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３
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４
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６
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７
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第
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成
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年
１
月
７
日（
月
） 

府
中
公
園
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府中市水害ハザードマップ
　府中市水害ハザードマップは、国土交通省が公表している「多摩川
水系多摩川、浅川、大栗川洪水浸水想定区域図」を基に、台風や大雨
などによって多摩川が氾濫したことを想定して示した図です。
　あらかじめ避難方法や避難場所を確認しておき、いざという時に
役立ててください。

右記の二次元コードを読み取るとホームページにアクセスします。
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/bosaibohan/
saigai/2017suigaimappu.html

府中市水害ハザードマップ

ポンプ車・装備の移り変わり 互助会事業
　府中市消防団は、平成31年度に創立65周年を迎えます。60数年の歴史の中、各分団
に配備されるポンプ車や、火災現場に出動の際に装着する防火服も時代と共に移り
変わってきました。
　初期（昭和40年代配備）の初代ポンプ車はボンネットタイプの車両でした。当時を
知る元消防団員の大先輩にお話を伺うと、冬場の出動は特に寒かったとのこと。２代
目（昭和50年代配備）からは現状のポンプ車に近い形状にモデルチェンジし、３代目
（平成初期配備）、４代目（平成13年頃配備）、そして現状の５代目（平成27年から更
新中）と各年代でモデルチェンジされてきました。
　現状の車両は、主なところでマニュアルからオートマに、カーナビゲーションシステ
ム・バックモニターの搭載、車両後部に積載したホースカーの電動駆動式昇降、各計
器のデジタル化、AEDの搭載と時代に合わせ機能も一新されています。

　毎年、健康増進や分団の団結力を高めるため、ソフトボール大会や健康増進
大運動会を行っています。また、日頃から消防団員を支えている家族も楽しめる
ような事業を実施しています。
　本年度の健康増進大運動会は平成３０年１０月１４日（日）、市民陸上競技場
で開催され、消防団員とその家族、また消防署からも１チームが出場し、明るい
雰囲気の中で熱戦が繰り広げられました。

　火災現場で団員の安全を守る防火服も
時代と共に移り変わってきました。初期は
刺子製の防火服で水をかぶり、しみ込ませ
て消化活動にあたったそうです。
　現状の防火服は、様々な新素材を使用し
耐熱性・強度・防水性などが進化、火災現
場での活動の助けとなっています。
（１分団所蔵の刺子製防火服→銀色の防
火服→現状の新素材製の防火服）

　　第５分団　広報委員　馬塲　稔郎

消防操法審査会
　府中市消防団では、定期的に消防操法審査会を実施しています。消防操法とは、消防ポン
プ車及び人員を活用して災害等を防御、軽減するため、消防団員が消火技術の向上並びに初
期消火のため必要な技術を身に付け、いかなる状況下においても、迅速、確実、かつ安全に
行動できるように、基本的な操作の習得を目指すことを目的としています。
また、操法を通じ、消防活動に必要な「心・技・体」の基本を養います。
　平成30年10月７日（日）に小柳町の現業事務所において消防操法審査会を実施しました。

▲「乗車！」の号令とともにいよいよポンプ車操法が始まります。 ▲「ほら急げ！」操作始めの号令で各隊員が操作を開始しました。 ▲第１線放水！標的を倒せ！

▲第２線延長中 ▲第２線放水始め！ ▲２口で放水中

【総合】
 優勝　　　第７分団
 準優勝　　第８分団
 第３位　第１１分団

【600mリレー決勝】
 第１位　　　消防署
 第２位　　第７分団
 第３位　第１０分団


